
  

2015 年 5 月 

一般財団法人日本総合研究所 

 

第 13 回 日総研フォ－ラム 企画概要 

■ 趣旨 

 一般財団法人日本総合研究所（JRI）は、公共政策志向のシンクタンクとして 1970 年の設

立以来積み重ねてきた実績に基づき、その時々の政策課題に対して政策のあるべき方向性等

をより広く社会にアピールすることを企図し、日総研フォ－ラムを開催して参りました。 

 本フォ－ラムは、「日本再生」を通貫する基軸テ－マとして 2002 年以降回を重ね、今回 7

月の開催を以て第 13 回を迎えます。 

 JRI の 3 つの基本信条は、⑴ 中立性と創造性の重視、⑵ 革新的で柔軟な研究組織の確立、

⑶ 国際的な活動の積極的展開です。JRI は、設立以来の理念を踏み固め、シンクタンクが健

全な社会を支える「知の基盤」として機能すべく、今後果たすべき JRI の役割を見据え、本

フォ－ラムを通じて情報発信を展開します。 

 JRI では、「真の観光立国」の実現に向けた思想・哲学や視点、さらには新たなツーリズム

の提案等を内容とした書籍の発刊を本年夏に予定しています。我が国は 2030 年までに訪日外

国人を 3000 万人超にする目標を立てております。一方で地方創生が喫緊の課題であり、観光

という観点から地方創生、そして日本創生を実現することが我が国にとって戦略的に重要で

す。観光を軸とした日本の活性化策を構想するためには英知の結集が必要であり、様々な知

見を有する方々と寺島実郎とが議論を深め、「真の観光立国」とは何なのか、そして何をなす

べきなのかについて議論を深めるべく本フォーラムを開催します。 

 

■ 主催 

一般財団法人日本総合研究所 

 

■ テ－マ  

「創造的観光立国－移動と交流という思想」 

 

■ パネリスト 

野田 由美子 様  プライスウォーターハウスクーパース株式会社 

         パートナー、ＰＰＰ・インフラ部門アジア太平洋地区代表、 

         都市ソリューションセンター長 

 溝畑 宏 様 公益財団法人大阪観光局理事長・大阪観光局長 

 

■ パネルディスカッションコーディネーター・総括講演 

 寺島 実郎  一般財団法人日本総合研究所 理事長 

 

■ 日時及びタイムスケジュール 

 2015 年 7 月 22 日（水）18:30～20:40 

   17:45～     開場・受付開始 

18:30～19:50   開会 

パネルディスカッション（80 分） 

   19:50～20:00  休憩 

   20:00～20:40  総括講演（寺島実郎）(40 分) 



  

 

■ 会場 

時事通信ホール（東京都中央区銀座 5－15－8 時事通信ビル） 

 

■ 来場者見込  

約 300 名 

 

■ 過去のテーマ及びパネリスト 

開催年・回 テ－マ パネリスト 

13 年 第 12 回 
地域の幸福を考える 

 －幸福とは何か 
上田清司氏、山田啓二氏 

12 年 第 11 回 
復興から創生へ 

 －本当の意味での復興とは 
岸井成格氏、松岡正剛氏 

11 年 第 10 回 
日本の試練 

 －この危機をどう創造的に乗り切るか 
明石康氏、家田仁氏 

10 年 第 9回 
世界を知る力 

 －次の日本へと 
西部邁氏、佐高信氏 

09 年 第 8回 
世界をみる眼 

 －21 世紀初頭を超えて 
御厨貴氏、伊東乾氏 

08 年 第 7回 アジア太平洋への新しい視界 
姜尚中氏、 

アーサー・M・ミッチェル氏 

07 年 第 6回 
世界新潮流と日本の立ち位置 

 －ヨ－ロッパの行き方に学ぶ 
木村伊量氏、藤原帰一氏 

06 年 第 5回 
ユ－ラシアダイナミズム 

 －日本の進むべき道とは 
姜尚中氏、藤原帰一氏 

05 年 第 4回 
世界潮流と日本の進路 

 －今、日本のとるべき道とは 
山内昌之氏 

04 年 第 3回 
国際政治経済環境と日本の進路 

 －21 世紀モデルを求めて 
明石康氏・藤原帰一氏 

03 年 第 2回 
21 世紀の日本をどうすべきか 

 ─構想と行動を求めて 
榊原英資氏、川勝平太氏 

02 年 第 1回 

(第一部) 日本の再生に向けて 筑紫哲也氏、西部邁氏 

(第二部) 日本および日本企業の未来戦略

について 

榊原英資氏、中谷巖氏、 

浅野史郎氏 

 

   ※各回いずれもパネルディスカッションコーディネーター、総括講演を寺島実郎が務める。 

 

以上 


